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あらまし ホテル予約サイトでは実際に利用したことのあるユーザによるレビューと星の数で表示された各項目に対

するスコアが閲覧可能であるが，多くのホテル予約サイトでは，レビューへのスコア付けが可能な評価項目数は５～

６個程度であり，レビューにて表現された評価を適切に表現することはできていない．そこで我々は先行研究として，

ホテルに関する評価表現辞書を構築することで評価項目別のホテルレビュー自動スコアリング方式を提案している．

本稿では，このレビュー自動スコアリング方式に基づいたホテル推薦手法を提案する．
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1. は じ め に

近年，楽天トラベル [1]やじゃらん net [2]といった利用者の

レビューや各項目に対するスコアが掲載されたホテル予約サイ

トが数多く運営されている．ユーザは，宿泊するホテルを選ぶ

際，各項目に対するスコアが高いホテルを選択している．また，

多くのホテル予約サイトでのレビュー投稿時には，あらかじめ

用意された項目に対してスコアを付与することができる．しか

しこのスコアは，あらかじめ用意されている項目に対しての評

価であり，同じ項目の評価でもユーザによって評価のニュアン

スが異なっている場合がある．例えば，「部屋」に対する評価が

同じ５点という評価でもレビューの内容は部屋からの眺めにつ

いてや，広さについてなど評価している内容が異なる場合があ

る．そのため，自分の予約する予定のホテルが求めている項目

の評価が本当に高いのか，膨大なレビューを読み理解し判断す

る必要がある．

そこで我々は，先行研究 [3] でホテルに対するレビューを分

析，評価項目を詳細化した上で評価項目別にスコアを付与し，

キーワード，特徴，程度などホテルの評価に関する評価表現辞

書を項目別に作成する提案，およびそれを用いてレビューのス

コアリングを行なった．本研究では，評価表現辞書に基づき図

1のようなスコアリングされた結果を用いることで，既存のホ

テル推薦より精度の高い推薦を行うことが可能ではないかと考

えている．

図 1 「部屋」を詳細化した評価項目別の自動スコアリング結果の例

そこで本稿では，評価項目別自動スコアリングを用いた推薦

手法の提案を行い，検証実験を行うことで提案手法の妥当性を

検証する.

以下，2章では関連研究との比較を述べ，3章では，先行研

究の内容であるホテル特化型評価表現辞書に基づくレビュー自

動スコアリング方式について述べる．4章ではレビュー自動ス

コアリング方式に基づくホテル推薦手法について述べ，5章で

はホテル推薦手法の妥当性の確認実験について述べる．最後に

6章でまとめと今後の課題を述べる．

2. 関 連 研 究

有名なホテル予約サイトの一つとして，楽天トラベルがある．

楽天トラベルでは，ホテルや旅館など多くの宿泊施設が掲載さ

れており，宿泊する地域を元にホテルの検討が容易にできる．

ユーザは，レビュー投稿時に総合評価の他，立地，部屋，食事，

風呂，サービス，設備・アメニティの項目に 5段階で評価する．

評価はレビュー投稿者が主観的に感じた評価を数字化している

ため，他のユーザも参考としやすい．

楽天トラベルのようなレビューを取り扱うサイトが広く普及

したことで，レビューを分析する研究が多く行われている．

松波らは，コスメアイテムに対して，評価表現辞書を作成し

自動スコアリングを行う方式を開発している [4].

櫛見らは，映画のレビューから映画の特徴ベクトルを抽出し，

ユーザの嗜好に合わせた映画を推薦する手法を提案している．

特徴ベクトルごとにコサイン類似度を求め，類似度が高い映画

をユーザに推薦している [5]．

林部らは，宿レビューから「肯定的事実」と「推薦対象」と

いう言語知識を，宿のレビューから抽出する手法を提案してい

る．[6]

南らは，対象ユーザが既知ユーザに対する信頼度に基づいて，

未知ユーザにに対する信頼度を予測する手法を提案している．

レビューを元に信頼情報を取得し，その情報を利用して書籍推

薦を行なっている [7]．

田熊らは，ユーザが順位付けしたホテルの評価項目を元にホ

テルを推薦する手法を提案している．投稿されたレビューから，

評価項目ごとの名詞の数をカウントし，数が多い順に評価項目



の順位付けを行い，ユーザ類似度が高いレビューを推薦してい

る [8]．

和田らは，宿泊予約サイトのレビューに記述されているギャッ

プ文を抽出し，評価項目ごとに提示する手法を提案している [9]．

野津らは，Twitterに投稿された TV番組についての tweets

の感情を 10種類の感情軸に分類し，作成した 10次元の感情ベ

クトルを作成．その後 TV番組間の感情ベクトルのコサイン類

似度を求めることで，TV番組の推薦を行っている [10]．

村瀬らは，マンガのストーリに応じた漫画を，利用者の指定

した作品に基にベクトル空間モデルを用いて類似度を判定し，

推薦している．[11]

大山らは，ゲームレビューサイトから抽出したレビュー文を

元にゲーム辞書を作成，Word2vecを用いた類似度計算によっ

て入力データとゲーム間の類似度が高いゲームの抽出・提示を

するシステムの提案を行っている [12]．

Aditi A.Mavalankarらは，100個のホテルのクラスタを用い

て，その中でユーザが予約する可能性が高いホテルのクラスタ

5個を予測し，推薦することを目指している．[13]

Nurul Akhmal binti Mohd Zulkefliらは，ブログに存在する

ホテルに関する有用な情報を元に，ユーザにブログランキング

に基づいた手法で推薦している．[14]

上述の通り，ユーザによって投稿されたレビューや特徴ベク

トル，ランキングなどを分析し，情報推薦を行う研究が数多く

行われているが，本研究にて実施しているホテルに対する評価

項目別自動スコアリング方式によって得られた詳細化された評

価項目別スコアを特徴ベクトルとして用い，類似ユーザを検索

することでホテル推薦を行う研究開発は行われていない．

3. ホテル特化型評価表現辞書に基づくレビュー
自動スコアリング方式

本章では，先行研究であるホテル特化型評価表現辞書に基づ

くレビュー自動スコアリング方式に関して説明する．3. 1節で

は評価項目別の評価表現辞書の作成について述べ，3. 2節では

自動スコアリング方式について説明する．

3. 1 ホテル特化型評価表現辞書の作成

本節では，先行研究で行われた，ホテル特化型評価表現辞書

の作成方法について述べる．

ユーザは様々な観点でホテルに対するレビューを投稿してい

る．そこで，実際に使用されている表現を辞書に登録すること

で項目別の評価表現辞書を構築した．辞書の構築に利用するホ

テルレビューデータはホテル予約サイトである楽天トラベルの

レビューデータを採用した．

具体的な辞書の構築は，過去に投稿されたレビュー文に含ま

れている評価表現をキーワード，特徴，程度に分割し評価項目

ごとに分類して辞書に登録する．

表 1に従来の評価項目と先行研究で提案した詳細化した評価

項目の一覧を示す．

これらの詳細化した評価項目に対する評価表現に対してスコ

アを設定し，評価表現辞書に登録する．評価表現に対してのス

コア設定は，20代の男女 5名にアンケートを行い 0から 5の

　

図 2 「部屋」の評価表現辞書の一部

表 1 従来の評価項目と提案する詳細化した評価項目

従来の評価項目 詳細化した評価項目

立地 コンビニ・スーパーへのアクセス

周辺の飲食店

観光スポットへのアクセス

ホテルまでのアクセス

食事 豪華さ

品数

量

味

部屋 眺め

広さ

清潔さ

静かさ

風呂 温泉

眺め

サービス スタッフ

送迎

設備・アメニティ アメニティ

ネット環境

機器

範囲でスコアをつけてもらったものの平均と，楽天トラベルの

データを元に設定している．「部屋」の評価表現辞書の例を図 2

に示す．

3. 2 評価表現辞書に基づく自動スコアリング方式

本節では，先行研究で行われた，未知のレビューデータに対

する自動スコアリングを行う手順を述べる．詳細化した評価項

目ごとのにスコアを付与するために，レビュー文に対して形態

素解析エンジン mecab を用いて形態素解析を行う．分割され

たキーワード，特徴，程度の組み合わせを評価表現辞書から探

索を行い，辞書に当てはまる評価表現があれば，設定されてい

るスコアをその評価項目に付与する．

実際にスコアリングを行う過程を図 3に示す．このレビュー

には，部屋の眺めに対する評価と部屋の広さに対する評価が書

かれている．レビューを解析し，評価表現辞書に当てはまる表

現があるので，設定されているスコアを部屋の「眺め」と部屋

の「広さ」に付与している．

4. 詳細化された評価項目別スコアを用いたホテ
ル推薦手法

本章では，自動スコアリングを用いて算出された詳細化され

た評価項目別スコアを用いた推薦手法に関して説明する．図 4

に被推薦ユーザにホテルを推薦するまでの流れを示す．4. 1節

では，ホテルレビューデータベースについて述べ，4. 2節では，



図 3 評価表現辞書を用いた項目別スコアリングの例

ユーザモデルの作成について述べる．4. 3節では類似評価ユー

ザの検出について述べ，4. 4節では，類似評価ユーザを用いた

推薦に関して説明する．

4. 1 ホテルレビューデ－タベース

本節では，過去のレビューデータを保存する，ホテルレビュー

データベースについて述べる．

ホテルレビューデータベースには，過去にレビューを行った

ユーザのデータが，図 5のように格納されている．このデータ

ベース内にあるデータを用いて，推薦を行う．このデータベー

スの管理にはデータベース管理システムMySQlを使用してお

り，各カラムの内容はユーザ判別を行うための”username”，ホ

テル名の”hotelname”, レビュー文が保存されている”review-

text”，それ以外の”location”，”room”，”food”，”bath”，”ser-

vice”，”facility”，”total”は各項目に対する評価という形になっ

ている．このデータベースを作成するサンプルデータとして，

楽天トラベルのレビューデータ約 250万件を採用した．

4. 2 ユーザモデルの作成

本節では，自動スコアリング方式によって算出された，詳細

化された評価項目別スコアを用いてユーザモデルを作成する手

法について述べる．

まず，被推薦ユーザがあるホテルに対してレビューを投稿す

る．投稿したレビューを 3. 2節にて述べた自動スコアリング方

式を用いて詳細化された評価項目別スコアを算出する．その

後，算出されたスコアデータを元に，図 7 のようなユーザプ

ロファイルデータを作成する．その後，被推薦ユーザが過去に

レビューを行っている場合は，過去に行ったユーザのレビュー

データと作成したユーザプロファイルデータを元に，そのユー

ザの評価などのレビューデータをまとめたユーザモデルの作成

を行う．

4. 3 類似評価ユーザの検出

本節では，4. 2節にて述べたユーザモデルを用いてホテルレ

ビューデータベースに問い合わせ，類似評価ユーザを検出する

手法について述べる．

作成したユーザモデルには，過去に被推薦者であるユーザが

レビューを行ったホテルの評価，ホテル名，レビュー文などが

格納されている．それらを用いて類似評価ユーザの検出を行う．

類似評価ユーザを検出する際，4. 1節にて述べたホテルレビュー

データベースに問い合わせを行う．問い合わせの内容は，被推

薦ユーザが今までにレビューを行ったホテルに対してレビュー

を付けた他のユーザの中で，最も評価が類似しているユーザを

検出することである．類似ユーザを検出する際には，図 6に示

したコサイン類似度を用いる．これにより，被験者と思考や趣

味が似たユーザを検出することができ，推薦の精度を上げるこ

とができると考える．

4. 4 類似評価ユーザを用いたホテル推薦

本節では，4. 3節にて検出した類似ユーザを用いて被推薦者

にホテルを推薦する手法について述べる．

まず，検出した最類似ユーザの全てのデータをホテルレビュー

データベースからホテル推薦システムに提供を行う．提供され

た最類似ユーザのデータのうち，最も高評価をつけたホテルを

検出，その後検出したホテルを被推薦者に提示することにより

ホテル推薦を行う．

5. ホテル推薦手法の妥当性の確認実験

5. 1 実 験 手 順

4章章で示した手法の妥当性を検証するために，実験を行っ

た．まず，被験者である 20代の男女 8名に対して過去に宿泊

したことのあるホテルについてのレビューを書いてもらった．

書いてもらったレビューから自動スコアリング方式を用い詳細

化された評価項目別スコアを付ける．このスコアを用いて，約

88万人のユーザのレビューデータが存在するデータベースから

最類似ユーザをコサイン類似度を用いて検索し，ホテル推薦を

行う．今回は被験者が過去に他のホテルに対してのレビューを

書いたデータが存在しないため，今回レビューを行ったホテル

一種に対してレビューを付けたユーザの中から最類似ユーザを

検索する．その後，推薦結果として出されたホテルの公式サイ

トを被験者に提示し，食事，温泉等の項目確認を行ってもらい，

推薦したホテルに宿泊してみたいかを調査した．

5. 2 実 験 結 果

今回の実験では，被験者 8名中 7名が推薦したホテルに宿泊

したいと回答した．コサイン類似度のグラフを図 8に示す．

図 8 に示した A～H の被験者のうち，被験者 E 以外が推薦



図 4 推薦の流れ

図 5 データベース内データの一例

図 6 コサイン類似度

したホテルに宿泊したいと回答した．被験者 Eはこの検証の中

で最もコサイン類似度が低い最類似ユーザを用いた推薦であっ

たため，満足のできるホテル推薦ができなかったと考えられる．

この結果から，コサイン類似度の値が高いユーザを用いた推薦

であるほど，被験者へのホテル推薦の精度が向上し，この二つ

には相関性があると考えられる．しかし，本検証は 8人という

少人数で行われたものであったため，被験者の人数が増加して

図 7 ユーザプロファイルの一例

も同様に相関性が存在するかどうか，確認する必要があると考

えるまた，結果全体より，自動スコアリング方式を用いたホテ

ル推薦が有効な推薦手法であることを示していると考える．

6. まとめと今後の課題

本稿では，ユーザが重視している観点の評価が高いホテルを

推薦するために，詳細化された評価項目にスコア付けをするこ



図 8 被験者と最類似ユーザとのコサイン類似度

とができる自動スコアリングシステムを用いて推薦する手法の

提案をした．提案手法では，詳細化された評価項目別スコアを

用いることにより従来よりも精度の高いホテル推薦システムの

開発が可能ではないかと述べた．その後提案手法の検証を行い，

手法の有効性が示され，コサイン類似度と推薦精度に相関性が

あることを確認した．今後の課題としては，被験者が 8人とい

う少人数であったため人数が増加しても同様に相関性が確認で

きるのか，考える必要がある．
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